
　　　 

 

 発　行

鹿 沼 警 察 署 

南 押 原 駐 在 所 

７ ５ － ２ ３ ０ ０

  
 

令和８年10月号

☆　実施期間　☆ 

 　　１０月１１日（日）から２０日（火）までの１０日間

☆　スローガン　☆ 

 　　みんなでつくろう安心の街

☆　運動の重点　☆ 

 　○　特殊詐欺の被害防止（全国重点・県重点）

 　○　地域防犯力の強化（全国重点）

 　○　犯罪に加担させないための対策（全国重点・県重点）

☆　期間中の主な行事　☆ 

 　○  「安全安心なまちづくりの日」 ････ １０月１１日（日）

   ○　「特殊詐欺被害発生ゼロの日」 ････ １０月１５日（木）

  ○　第５１回地域安全県民のつどい ････ １０月１５日（木）

☆　特殊詐欺の被害防止　☆ 

　〇特殊詐欺の犯人が被害者に初めて接触する手段の約８割が電話であり、その中

　でも国際電話によるものが大幅に増加しています。 

　　警察では、特殊詐欺の電話対策として、関係機関・団体、自治体等と連携し、 

　「みんなでとめよう！！国際電話詐欺＃みんとめ」のキャッチフレーズの下、国

　際電話の利用休止申込みについて、県民へ呼び掛けを行うとともに、国際電話や

　詐欺電話を遮断するなどの機能を有する「警察庁推奨アプリ」の普及促進を図っ

　ています。 

　○令和８年７月末時点で特殊詐欺の発生件数及び被害額は、前年比で大幅に増加

　しています。以下の手口には特に注意が必要です。 

　〇「ニセ警察詐欺」～テレビ通話に誘導し、警察手帳や逮捕状を見せて、「あなた

　の口座を捜査する必要がある。」などと騙して、現金を騙し取る手口です。　 

　○「ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺」～ＳＮＳ等でメッセージのやりとりをして恋

　愛感情や親近感を抱かせて、結婚の準備資金等の名目で投資を呼び掛け、現金を

　騙しとる手口です。 

　○「架空料金請求詐欺」～「短時間」「簡単」などの甘言が掲載された広告を入口

　として、初期は儲けたように装い、のちに相手から「損失が発生した」「違約金を

 　払え」などと言われ、架空料金を請求される手口です。　


